
「とくしま観光アカデミー」開催事業業務委託仕様書 

 

１ 事業名 

「とくしま観光アカデミー」開催事業 

 

２ 事業目的 

本県は２０２５年の「大阪・関西万博」の開催など、国内外から本県への誘客を図

る「絶好の機会」を控え、今まさに雇用創出など幅広い経済効果が期待できる観光産

業を成長産業として定着させる重要な時期に差し掛かっている。  

また、大きく変化してきている消費者の「旅行スタイル」、「観光トレンド」、「旅

行の購買行動」への対応など「新たな観光」を作り上げていくことも必要となる。  

こうした観光産業を取り巻く「変化」に柔軟に対応できるように「観光人材の 

即戦力強化」、「次代の観光産業の担い手育成」を目的とした産学官連携による体系

的な学びの場の「とくしま観光アカデミー」を開講する。  

 

３ 業務委託期間 

契約締結日から令和７年２月２８日まで 

 

４ 業務委託内容 

「とくしま観光アカデミー」の開催 

（１）開催時期 

令和６年１１月～令和７年２月 

（２）開催内容 

①共通講座（２講座） 

内容：観光学基礎 

・講座数は２講座とし、オンライン配信により実施すること。 

     ・講師については、「観光学概論」は和歌山大学観光学部出口教授、「徳島 

   の歴史と観光資源」は徳島大学総合科学部豊田教授に依頼するものと 

する。 

 

②専門講座（４講座×２コース） 

【ビジネスコース】 

目的：観光人材の即戦力強化 

対象：観光事業従事者等 

内容：観光経営学、観光マーケティング論 ほか 

コースの趣旨 

『観光業に携わる人の意識改革や経営面での新たな発見につながる』  

 

 

 



【チャレンジコース】 

目的：次代の観光産業の担い手育成 

対象：高校生、大学生、社会人 

内容：地域観光学、観光キャリアデザイン論 ほか 

コースの趣旨 

『観光業の可能性や携わることへのやりがいや楽しさを理解できる』  

 

  

講座数は、各コース４講座以内とし、次の形式による開催を前提に準備する 

こと。 

【ビジネスコース】 

オンライン又はハイブリッド形式 

【チャレンジコース】 

ハイブリッド形式 

※徳島大学、イーストとくしまと観光推進機構との共催講座については、 

ハイブリッド形式とする。 

 

・講座の内容は、別紙「カリキュラム」を基本とした上で、必要に応じて、

各コースの目的・内容に沿った講座・講師の提案を行うこと。 

 

③演習講座（１講座） 

講座数はコース毎で１講座と開催し、ビジネスコース、チャレンジコースの

受講生の相互交流を図るため、共通講座とし、合同受講の形式とする。 

    講座の実施方はリアル開催として、講義内容は県、講師と協議の上、決定。 

    講師については和歌山大学観光学部出口教授とする。  

   

④実地研修（２講座） 

・フィールドワーク 

目的：観光コンテンツ開発とその流通についての意見交換 

対象：一般県民、高校生、大学生、社会人 

内容：講師による県内観光地の実地視察、地元関係者との意見交換  

 

   ・フィールドワーク（ガイドテクニック） 

目的：ツアーガイドとしてのスキルアップ 

対象：一般県民、社会人 

内容：徳島市内でのガイド実習 

 

 

 

 



⑤各講座共通事項 

・受講料は無料とすること。ただし、フィールドワーク等で入館料等実費が発生 

する場合は受講者負担とすること。 

・オンライン形式の共通講座及び専門講座について、１講座の時間は６０分以

内とすること。ただし、徳島大学、イーストとくしま観光推進機構との連携講

座及び演習講座については、発注者の指示に従うこと。 

・定員は各コース３０人程度とし、共通講座及び専門講座、並びに演習講座の計

７講座を全て受講した人には、修了証書を交付すること。 

・実地研修は修了証の対象としない。 

・２コースのうち、いずれかに申し込みをした場合は、他のコースも受講可能と 

 なるよう、配慮すること。 

・各コース週１回程度の受講スケジュールとすること。  

・オンラインによるライブ配信については、各受講者が講師に対して質問がで

きる仕様とすること。 

・全ての講座は、録画配信ができるよう（必要な場合は）編集等を行った上で、 

動画形式でデータを随時納品すること。 

※動画の著作権（著作権法第２７条及び第２８条の権利を含む）は、発注者に 

 帰属することとする。 

・その他徳島県が別途実施する各事業等と、必要に応じて調整を行いながら実

施すること。 

   ・講師謝金については、県外から招聘の場合は６０,０００円（税込み）、県内

から招聘の場合は５０,０００円（税別）とし、招聘講師の旅費は実費を支給

するものとする。 

 

 

（３）その他 

上記①～⑤の開催に当たり、必要な業務を行うこと。 

・別紙「カリキュラム」を基本とした各講座の講師を選定・確保すること 

・開催の周知、受講者の募集・受付（十分な広報を行うこと） 

・必要な会場、機材等の手配 

・配付資料の準備（各講師と相談すること） 

・開催当日の進行台本の作成 

・ライブ配信に当たり、講師及び受講者等のサポートや進行補佐を務める  

テクニカルスタッフの配置（Zoom/Teams 利用したウェビナー形式） 

・ライブ配信の通信環境等にトラブルが発生した場合の復旧作業  

・受講者からの申込受付、名簿の作成、出欠・受講状況の確認 

・受講者からのオンライン受講方法や操作に関する問合せへの対応  

・受講者の理解度や満足度等を把握するためのアンケート実施及び結果  

 

 



 

 

 

 

５ 報告書の作成 

記録写真を含めた事業全体の報告書を作成すること。記録写真についてはデー  

タ形式で納品し、全ての著作権（著作権法第２７条及び第２８条の権利を含む）

は、発注者に帰属することとする。 

（１）提出期限 

令和７年３月１４日 

（２）提出先 

〒７７０－８５７０ 徳島県徳島市万代町１丁目１番地 

徳島県観光スポーツ文化部観光政策課観光プロモーション担当 

電話：０８８－６２１－２７０２ 

ファクシミリ：０８８－６２１－２８５１ 

メール：kankouseisakuka@pref.tokushima.lg.jp 

（３）部数 

事業実施報告書（Ａ４版カラー冊子）３部、電子媒体１部 

 

６ その他 

・事業の実施に当たっては、徳島県と事前に十分協議を行いながら事業を進めるも

のとし、受託者提案からの修正もあり得る。 

・県及び受託業者のいずれにもその責を帰すことのできない事由等により、本業務

内容等が一部変更又は中止となる場合がある。その場合においても、引き続き、受

託業者において必要な対応を行うものとする。 

・作業方針、内容等に疑義が生じた場合には、その都度協議した上で、その指示に 

従うものとする。さらに、徳島県は、業務実施中に随時報告を求めることができる 

こととする。 

・当該委託業務に関連し、知り得た秘密は他人に漏らさないこと。 


